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連
日
暑
す
ぎ
る

日
々
が
続
い
て
い

ま
す
が
、
皆
さ
ん

体
調
は
管
理
で
き

て
い
ま
す
か
。
例

年
を
は
る
か
に
上

回
る
異
常
高
温
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
中
、
熱
中
症

対
策
が
緊
急
で
最
大
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
や
熱
中
症

対
策
は
、
命
を
守
る
た
め
の
必

須
の
取
り
組
み
で
あ
り
、
過
去

の
対
策
や
常
識
で
は
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
実
で

す
。
新
た
な
発
想
や
最
先
端
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
取
り
入
れ

て
、
万
全
の
体
制
を
整
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
と
あ

わ
せ
て
必
要
な
人
員
を
確
保

し
、
仕
事
の
あ
り
方
や
進
め
方

を
工
夫
し
て
、
こ
の
暑
い
中
で

も
全
て
の
職
員
が
65
歳
ま
で
、

安
全
で
安
心
し
て
働
き
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
作
り

上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
労
働
組
合
と
し
て
当
局

と
交
渉
し
「
職
場
の
声
」「
現

場
の
声
」
を
反
映
さ
せ
た
、
仕

事
の
あ
り
方
や
仕
組
み
を
作
り

上
げ
て
、
現
場
で
働
く
組
合
員

全
員
の
力
で
、
65
歳
ま
で
誰
も

が
働
き
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

職
場
を
作
り
ま
し
ょ
う
。�
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５日　公共サービス民間労組協議会総会
� （フルーツフラワーパーク）
８日　県本部労働学校・実践編（ひょうご共済会館）
12日　県本部臨時・非常勤等評議会定期総会
� （兵庫県学校厚生会館）

当面の日程

知らない間にがんじがらめ

大  植　賢（豊岡市職労）

　

県
本
部
現
業
評
議
会
は
、
７

月
31
日
～
８
月
１
日
に
い
こ
い

の
村
は
り
ま
で
、
２
０
２
６

－

２
７
年
現
業
評
議
会
総
会
・
各

部
会
集
会
を
開
催
し
、
17
単
組

47
人
が
参
加
し
た
。

　

総
会
開
会
に
あ
た
り
、
主
催

者
を
代
表
し
平
瀬
勲
議
長
は

「
非
常
時
に
は
専
門
的
な
知
識

を
備
え
た
現
業
職
員
の
力
こ
そ

『
要
』
と
な
る
。
民
間
委
託
な

ど
合
理
化
が
続
い
て
い
る
が
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
安
定
を
損
な

わ
ぬ
よ
う
、
再
公
営
化
も
視
野

に
入
れ
た
最
適
な
体
制
構
築
を

粘
り
強
く
交
渉
し
て
ほ
し
い
。

あ
わ
せ
て
、
熱
中
症
対
策
の
改

善
な
ど
を
求
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
だ
。
こ
の
２
日
間
で
強
固

な
方
針
を
確
立
し
よ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
活
動
経
過
報

告
、
運
動
方
針
（
案
）、
２
０

２
６
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
申

入
書
提
案
が
行
わ
れ
、
全
体
で

承
認
。
方
針
で
は
、
65
歳
ま
で

安
心
し
て
働
け
る
労
働
環
境
の

検
討
・
協
議
が
重
要
で
あ
り
、

加
齢
に
よ
り
業
務
が
困
難
に
な

る
職
種
も
あ
る
た
め
、
職
場
実

態
に
応
じ
た
整
備
が
必
要
で
あ

る
こ
と
、
統
一
闘
争
は
通
年
闘

争
と
し
て
位
置
づ
け
、「
直
営

堅
持
」
を
基
本
目
標
に
欠
員
の

正
規
職
員
に
よ
る
完
全
補
充
を

重
点
課
題
と
し
て
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
頻
発
す
る
大
規
模
災

害
を
踏
ま
え
、
現
業
職
員
の
役

割
明
確
化
と
危
機
管
理
体
制
強

化
、
職
員
減
少
に
伴
う
災
害
時

対
応
の
課
題
を
認
識
し
、
平
時

か
ら
現
状
・
課
題
分
析
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
第

２
次
闘
争
の
統
一
行
動
日
で
あ

る
10
月
16
日
の
結
集
を
呼
び
か

け
た
。

方針提起をする山本事務局長

人勧のポイントを説明する戎副委員長●上上

と構造改革案を提起する北池書記長

　

県
本
部
は
、
８
月
19
日
に
単
組
代
表
者
会
議
を
開
催
。
７

日
に
出
さ
れ
た
26
人
勧
の
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し
、
確
定
闘
争

に
向
け
た
意
思
統
一
を
行
っ
た
。
ま
た
県
本
部
構
造
改
革
案

（
素
案
）
を
示
し
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
単
組
代
表
者
会
議
を
通

じ
て
議
論
を
深
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

単
組
代
表
者
会
議
は
、
ウ
ェ

ブ
に
て
開
催
し
、
45
単
組
53
人

が
出
席
し
た
。

　

尾
西
亮
太
郎
県
本
部
執
行
委

員
長
は
、「
今
年
の
人
勧
で
は

全
世
代
で
の
給
与
改
定
、
再
任

用
職
員
の
改
善
が
示
さ
れ
た
。

26
確
定
闘
争
で
は
、
昨
年
か
ら

継
続
と
な
っ
て
い
る
課
題
も
含

め
改
善
を
め
ざ
そ
う
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　
「
人
事
院
勧
告
に
つ
い
て
」

は
、
戎
剛
副
委
員
長
が
提
起
。

①
官
民
較
差
は
３
・
51
％
。
特

に
中
堅
層
は
昨
年
を
上
回
る
改

訂
と
な
っ
た
②
再
任
用
職
員
は

月
額
２
万
円
を
超
え
る
引
き

上
げ
③
非
常
勤
職
員
に
も
扶
養

手
当
お
よ
び
住
居
手
当
支
給
と

い
っ
た
概
要
を
あ
げ
、「
全
世

代
で
３
％
以
上
の
俸
給
表
改
定

や
再
任
用
の
改
善
は
、
全
国
で

取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
成

果
。
処
遇
改
善
と
あ
わ
せ
、
組

織
化
も
意
識
し
て
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
」
と
強
調
し
た
。

　

県
本
部
は
人
員
確
保
、
夏
期

一
時
金
闘
争
期
か
ら
確
定
闘
争

を
意
識
し
た
取
り
組
み
を
進
め

よ
う
と
提
起
し
て
い
る
。
人
勧

完
全
実
施
に
加
え
、
初
任
給
改

善
や
前
歴
換
算
10
割
な
ど
、
単

組
課
題
の
改
善
に
向
け
し
っ
か

り
交
渉
を
や
り
き
ろ
う
。

　
「
運
動
と
闘
争
の
強
化
に
向

け
た
県
本
部
体
制
・
財
政
の
構

造
改
革
案
（
素
案
）
に
つ
い
て
」

は
、
北
池
宏
光
書
記
長
が
提
起

し
、「
組
合
員
の
生
活
と
権
利

を
守
る
た
め
、
持
続
可
能
な
組

織
を
次
世
代
に
つ
な
ご
う
」
と

述
べ
た
。

　

８
月
１
日
、
学
校
厚
生
会
館

で
衛
生
医
療
評
議
会
第
11
回
定

期
総
会
を
開
催
し
、
13
単
組
44

人
が
参
加
し
た
。
山
根
正
也
議

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
来
ひ

ん
あ
い
さ
つ
を
受
け
た
後
、
経

過
報
告
、
２
０
２
７
年
度
活
動

方
針
、
役
員
体
制
を
全
体
の
拍

手
で
承
認
し
た
。

　

総
会
後
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ワ
ー

カ
ー
ズ
ア
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
高

砂
市
職
の
大
室
由
起
幹
事
が
、

職
員
の
生
活
・
労
働
条
件
を
守

り
現
場
の
職
員
の
声
に
重
き
を

置
い
た
高
砂
市
民
病
院
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
方
針
を
め
ぐ

る
交
渉
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

街
頭
行
動
は
酷
暑
の
た
め
中

止
と
し
、
平
山
春
樹
特
別
執
行

委
員
の
「
地
域
医
療
と
公
立
病

院
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
る―

再
編
統
合
・
経
営
形
態
見
直
し

の
現
状
と
課
題―

」
と
題
し
た

講
演
に
変
更
。
地
域
医
療
を
守

る
に
は
、
情
報
収
集
の
重
要
性

に
加
え
安
定
し
た
財
源
、
人
員

確
保
、
処
遇
改
善
が
不
可
欠
と

の
認
識
を
共
有
し
た
。

越田 謙治郎・川西市長
� （７月28日）
林 時彦・丹波市長
� （８月３日）
酒井 隆明・丹波篠山市長
� （８月３日）
石井 登志郎・西宮市長
� （８月４日）
松本 眞・尼崎市長
� （８月24日）

詳細は、県本部ホームページ
に掲載しています。

石井西宮市長（右）上
と尾西委員長   　

指定管理導入の
交渉状況を学ぶ
衛生医療評総会

現
評
総
会

65歳まで働ける職場に
現業・公企闘争の申入書を確認

山根議長があいさつ

単組代表者会議

人
勧
ふ
ま
え
交
渉
準
備
を

処
遇
改
善
を
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
よ
う
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市
町
村
職
員
共
済
労
組

全
員
参
加
、丁
寧
な
活
動

組合員が乗車する収集車の送り出し

和田委員長●左と石田副委員長●右右

「但馬牛や温泉が堪能で
きる『ゆめ春来』は特に
オススメ！ぜひ利用して」
とアピール

　

市
町
村
職
員
共
済
労
組
は
、

地
方
公
務
員
の
共
済
組
合
の
事

務
を
担
う
職
員
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
の
際

に
給
付
を
行
う
短
期
給
付
事

業
、
年
金
給
付
を
行
う
長
期
給

付
事
業
、
人
間
ド
ッ
グ
や
健
康

セ
ミ
ナ
ー
、貯
金
、貸
付
と
い
っ

た
福
祉
事
業
の
業
務
を
行
っ
て

い
る
。

　

県
本
部
が
よ
く
利
用
す
る

ひ
ょ
う
ご
共
済
会
館
や
ゆ
め
春

来
（
新
温
泉
町
）
も
共
済
組
合

の
管
轄
だ
。

　

職
場
改
善
の
課
題
を
尋
ね
る

と
、「
人
員
不
足
と
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
」
と
和
田
真
衣
子
委
員
長
は

答
え
た
。

　

最
近
で
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
保
険
証
利
用
、
会
計
年
度
任

用
職
員
（
短
期
）
の
共
済
加

入
、
年
金
制
度
の
改
正
な
ど
が

あ
り
、「
限
ら
れ
た
人
員
で
こ

な
す
の
は
大
変
だ
」
と
話
す
。

　

組
合
は
、春
闘
、夏
期
一
時
金
、

年
末
一
時
金
に
あ
わ
せ
、
全
組

合
員
の
意
見
を
集
約
し
て
要
求

書
を
作
成
。
交
渉
結
果
は
職
場

集
会
を
開
い
て
報
告
す
る
。

　

育
休
中
な
ど
の
組
合
員
に
も

結
果
を
伝
え
る
。
新
規
採
用
者

に
は
、
加
入
説
明
会
や
休
暇・

賃
金
制
度
の
学
習
会
も
行
う
な

ど
、
丁
寧
な
活
動
を
続
け
て
い

る
。結
果
、組
合
の
集
ま
り
に
は
、

ほ
ぼ
全
員
が
参
加
す
る
。

　

和
田
委
員
長
に
組
合
の
課
題

を
聞
く
と
、「
コ
ロ
ナ
以
降
、

大
会
や
職
場
集
会
を
書
面
で
す

る
こ
と
が
増
え
た
が
、
こ
れ
で

は
組
合
活
動
の
大
切
さ
が
伝

わ
っ
て
い
な
い
と
感
じ
る
」
と

述
べ
、
最
近
は
対
面
開
催
に
戻

し
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

事
務
所
は
三
ノ
宮
に
あ
り
、

お
勧
め
の
店
は
「
自
然
の
味
を

大
切
に
し
た
」
パ
ン
屋
「
コ
ム
・

シ
ノ
ワ
」を
紹
介
し
て
く
れ
た
。

県職労の執行部と意見交換する鬼木さん

　

７
月
30
～
31
日
に
鬼
木
ま
こ

と
参
議
院
議
員
が
来
県
し
、
単

組
と
の
意
見
交
換
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
の
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

30
日
は
早
朝
か
ら
神
戸
市
環

境
局
西
事
業
所
で
収
集
車
の
送

り
出
し
、
職
員
と
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
神
戸
市

従
、
神
戸
市
職
労
、
兵
庫
県
職

労
の
各
書
記
局
を
訪
問
し
た
。

　

熊
本
地
震
へ
の
対
応
、
組
織

率
低
下
な
ど
、
活
発
な
議
論
が

交
わ
さ
れ
、鬼
木
議
員
か
ら「
現

状
認
識
が
で
き
た
。
国
政
と
し

て
で
き
る
こ
と
を
岸
参
議
院
議

員
と
と
も
に
遂
行
し
て
い
き
た

い
」と
力
強
い
言
葉
が
あ
っ
た
。

　

31
日
午
前
中
の
人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
を
見
学
は
、
熊
本

地
震
直
後
の
訪
問
と
な
っ
た
。

　

午
後
か
ら
は
共
済
会
館
で

組
織
内
・
協
力
議
員
を
対
象
に

し
た
ひ
ょ
う
ご
分
権
・
自
治

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。

基
調
講
演
で
鬼
木
議
員
が
国
会

情
勢
を
中
心
に
政
局
や
高
市
政

権
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、
政

治
闘
争
の
必
要
性
、
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
重
要
性
を
語
っ
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
鬼
木
議
員
の

パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た
、
現
場

の
声
を
聞
く
こ
と
が
最
も
大
切

だ
と
の
話
か
ら
今
ま
で
以
上
に

現
場
に
足
を
運
ぼ
う
と
思
っ
た

と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
た
。

　

２
０
２
８
年
夏
の
参
議
院
選

挙
に
お
い
て
「
鬼
木
ま
こ
と
」

参
議
院
議
員
を
組
織
内
候
補
と

し
て
擁
立
す
る
こ
と
が
自
治
労

第
１
０
０
回
定
期
大
会
で
確
認

さ
れ
た
が
、地
域
で
働
く
公
共

サ
ー
ビ
ス
労
働
者
の
声
を
国
政

に
反
映
さ
せ
、労
働
者
の
生
活
改

善
の
た
め
の
政
策
を
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　香川県で生まれ育った。若者
流出、観光客が留まらないと
いった課題があり、「大好きな
香川を元気にしたい」との思い
から政治の役割を意識するよう
になった。政治家ともパイプが
でき、立憲民主党の国会議員秘
書も務めた。秘書のときは「私
と会話した内容を議員が国会で
発言することもあり、楽しかっ
た」と話す。

　今年の総選挙で立憲民主党（中
道改革）は惨敗。「この先が見え
ない」とぼうぜんとしているとき、
労働組合の方から声をかけても
らった。本当に嬉しく、「自分の
経験をいかせるなら頑張りたい」
と思った。
　温泉、サウナで体を整えるのが
最近のマイブーム。
　県本部では、政治政策、組織
部を担当する。

鬼木参議員が来県
県職と神戸の各単組・職場で意見交換
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